


国
政１１

月
２１
日
、
衆
議
院
が
解
散
し
、

１２
月
１４
日
に
総
選
挙
の
投
開
票
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
来
年
１０

月
に
予
定
し
て
い
た
消
費
税
率
１０
％

へ
の
引
き
上
げ
を
、
平
成
２９
年
４
月

ま
で
延
期
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。１１

月
17
日
に
発
表
さ
れ
た
７
月
〜

９
月
期
の
国
内
総
生
産
は
、
２
四
半

期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
し
た
。

日
本
銀
行
の
１１
月
の
金
融
経
済
月
報

で
は
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
続
け

る
と
さ
れ
て
お
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
機
能
し
、
地
方
の
隅
々
ま
で
実
感

で
き
る
景
気
回
復
を
切
望
し
ま
す
。

今
後
も
国
政
や
景
気
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
対
策

１１
月
２１
日
、
人
口
減
少
克
服
等
の

基
本
理
念
を
示
し
た「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
と
「
改
正
地
域
再

生
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
総
選
挙

後
に
は
、
国
の
人
口
減
少
対
策
の
取

り
組
み
方
針
で
あ
る
「
総
合
戦
略
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
都
道
府
県
と
市

町
村
は
、
地
方
版
の
総
合
戦
略
を
つ

く
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
８
月
に
人
口
対
策
本

部
を
設
置
し
、
２
回
の
会
議
を
開
催

し
て
、「
女
性
に
魅
力
あ
る
ま
ち
戦

略
」「
目
指
せ
出
生
率
ア
ッ
プ
戦
略
」

「
住
み
た
い
ま
ち
な
か
戦
略
」「
中

山
間
地
域
元
気
い
き
い
き
戦
略
」
の

基
本
戦
略
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
や
新

総
合
計
画
等
、
平
成
２７
年
度
当
初
予

算
編
成
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
も
の
か
ら
事
業
化
し
ま
す
。

主
要
事
業

▼
新
安
来
庁
舎
建
設
事
業

基
本
設
計
で
作
成
し
た
新
安
来
庁

舎
の
配
置
・
建
築
規
模
・
概
算
事
業

費
を
、
本
議
会
中
に
説
明
し
ま
す
。

今
後
、
速
や
か
に
実
施
設
計
を
行

い
、
平
成
２７
年
度
中
に
建
築
工
事
に

着
手
す
る
計
画
で
す
。

▼
安
来
市
民
会
館
（
仮
称
）

平
成
２７
年
度
の
工
事
発
注
に
向
け

実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。
管
理

運
営
基
本
計
画
は
、
検
討
委
員
会
か

ら
提
言
を
受
け
た
後
に
案
を
策
定

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う

予
定
で
す
。

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

建
設
工
事
の
契
約
締
結
の
議
案
を

本
議
会
に
追
加
上
程
す
る
予
定
で
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１
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

「感謝を込めて」
安来一中の生徒が閉館となった市民会
館の壁に絵を描きました。社日桜や十
神山、どじょうすくいなど、受け継が
れるふるさとの景色を身にまとった市
民会館は、何だか誇らしそうに見えま
した。
・撮 影 日 １２月６日
・撮影場所 市民会館

今月の表紙

市長所信（要旨）

安安
来来
市市
議議
会会
１１２２
月月
定定
例例
会会

１２
月
１
日
、市
議
会
１２
月
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

近
藤
市
長
が
表
明
し
た
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
の
要

旨
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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す
。
先
般
、
平
成
２８
年
度
に
供
用
開

始
す
る
中
学
校
、
幼
稚
園
の
受
入
に

関
す
る
施
設
整
備
の
実
施
設
計
が
終

了
し
ま
し
た
。
管
理
運
営
は
、
関
係

団
体
と
協
議
を
進
め
、
献
立
や
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
等
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
検
討
委
員
会
内
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

主
要
事
業
の
建
設
コ
ス
ト
は
、
資

材
高
騰
な
ど
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
、
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
本
部
新
庁
舎

建
設
工
事
が
順
調
に
進
み
、
１２
月

１５
日
に
は
完
了
し
、
引
き
渡
し
を
受

け
ま
す
。
今
後
は
、
新
た
に
導
入
す

る
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
設
置

工
事
・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
等

の
内
部
整
備
、
職
員
の
習
熟
訓
練
を

行
い
、
消
防
署
機
能
の
一
部
を
供
用

開
始
し
、
平
成
２７
年
４
月
１
日
の
全

面
開
庁
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

１１
月
２
日
開
催

な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

１０
回
目
と
な
る
本
大
会
は
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
４
９
９
６
名
の

選
手
を
迎
え
、
韓
国
の
姉
妹
都
市
・

ミ
リ
ア
ン

密
陽
市
か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
会
館
さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト

昭
和
４１
年
に
建
設
さ
れ
た
市
民
会

館
は
、
本
年
末
で
そ
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
ま
す
。

閉
館
を
記
念
し
、
１２
月
２
日
か
ら

７
日
ま
で
「
市
民
会
館
さ
よ
な
ら
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
写
真
な

ど
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
６
日
と
７
日
に

は
、
市
内
青
年
４
団
体
が
、
賑
わ
い

創
出
を
目
的
に
「
安
来
う
ま
う
ま

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ン
ド
経
済
視
察

１１
月
４
日
か
ら
１０
日
、
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議

会
、
山
陰
イ
ン
ド
協
会
が
「
イ
ン
ド

経
済
視
察
団
」
を
結
成
し
、
イ
ン
ド

の
ケ
ラ
ラ
州
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ケ
ラ
ラ
州
は
、
人
口
３
３
３
９
万

人
で
、
山
陰
と
立
地
が
似
て
お
り
、

産
業
面
で
も
観
光
、
Ｉ
Ｔ
、
農
業
、

漁
業
な
ど
共
通
点
が
多
い
州
で
す
。

６
日
は
州
最
大
の
コ
チ
市
で
州
首

相
や
市
長
と
対
談
し
、
州
政
府
と
水

質
改
善
や
ご
み
処
理
な
ど
７
分
野
、

コ
チ
市
と
は
災
害
、
下
水
処
理
な
ど

３
分
野
で
交
流
に
向
け
た
協
議
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
政
府
開
発
援
助
等
を
活

用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
に
つ
な
が
る

官
民
一
体
と
な
っ
た
圏
域
で
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

台
湾
表
敬
訪
問

１０
月
２１
日
か
ら
２４
日
、
新
田
副
市

長
が
、
友
好
親
善
を
目
的
に
台
湾
の

シ
ン
ボ
ク

シ
ン
テ
ン

新
北
市
新
店
区
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

タ
イ
ペ
イ

新
北
市
新
店
区
は
台
北
市
に
隣
接

し
、人
口
約
３０
万
人
、台
北
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
た
都
市
で

す
。
以
前
、
安
来
市
は
市
轄
区
と
な

る
前
の
新
店
市
と
交
流
が
あ
り
ま
し

た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中
断
し

て
い
ま
し
た
。こ
の
度
の
訪
問
で
は
、

両
市
の
今
後
の
交
流
に
向
け
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
友
好

な
関
係
構
築
に
向
け
尽
力
し
ま
す
。

提
案
し
た
案
件

議
決
案
件
１６
件
、
承
認
案
件
１

件
。平

成
２６
年
度
安
来
市
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

伴
い
必
要
と
な
る
１１
月
２１
日
付
で
専

決
処
分
し
た
２
３
０
０
万
円
の
ほ

か
、
総
額
３
億
９
５
０
０
万
円
を
計

上
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模
は
２
５

６
億
６
３
０
０
万
円
で
す
。

主
に
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
整
備
事

業
５
５
５
２
万
円
、
障
が
い
者
総
合

支
援
事
業
６
７
６
８
万
円
、
生
活
保

護
扶
助
事
業
５
８
１
２
万
円
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。

第１０回なかうみマラ
ソン全国大会。

市市長長所所信信（（要要旨旨））

新店区公所で区長ら
と意見交換を行いま
した。

●
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
６
０
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中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
市
長
（
安
来
・
松
江
・
出

雲
・
米
子
・
境
港
）
や
経
済
界
の
代
表
者
な
ど
で
結
成
し
た

「
イ
ン
ド
経
済
視
察
団
」
が
１１
月
４
日
か
ら
７
日
間
、
イ
ン

ド
を
訪
問
し
ま
し
た
。
総
人
口
１２
億
人
を
抱
え
、
近
年
成
長

の
著
し
い
イ
ン
ド
市
場
と
の
経
済
交
流
の
可
能
性
を
探
る
も

の
で
、企
業
や
行
政
の
ト
ッ
プ
級
と
の
会
合
や
、現
地
視
察
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
地
と
な
っ
た
イ
ン
ド
南
部
の
ケ
ラ
ラ
州
は
、「
水
の

都
」
と
も
称
さ
れ
、
美
し
い
海
岸
線
や
湖
沼
な
ど
を
擁
し
、

観
光
・
Ｉ
Ｔ
・
漁
業
・
農
業
な
ど
の
産
業
が
盛
ん
。
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
と
の
共
通
点
が
多
く
、
日
本
に
友
好
的

な
州
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
の
視
察
地
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
一
行
は
、
地
元
の
行
政
や
経
済
の
関
係
者
ら
と
会
い
、

交
流
や
経
済
協
力
へ
の
可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
、
水
環
境

や
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
、
Ｉ
Ｔ
分
野

な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

州
最
大
都
市
コ
チ
市
で
は
、
チ
ャ

ン
デ
ィ
ー
州
首
相
と
会
談
。「（
ケ
ラ

ラ
州
は
）
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て

い
る
。
協
力
し
合
え
る
こ
と
を
模
索

し
た
い
」
と
、
首
相
か
ら
交
流
継
続

に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

帰
国
後
は
、
５
市
で
視
察
の
検
証

を
行
い
、Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）

や
国
レ
ベ
ル
で
の
支
援
策
の
活
用
も

視
野
に
、
圏
域
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
結
集
さ
せ
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
模
索

し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
来
市
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ

ッ
ク
ス
が
協
働
で
取
り
組
ん
で

き
た
地
域
行
政
情
報
誌
「
安
来

市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
が
完
成

し
、
１２
月
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

に
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
は
、
行
政
情
報
に
観
光

な
ど
の
地
域
情
報
も
加
え
た
安
来
市
の

ガ
イ
ド
本
と
し
て
作
成
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
で
閲
覧

が
可
能
で
、
ウ
ェ
ブ
版
は
定
期
的
に
更

新
を
行
い
最
新
情
報
を
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。

売
り
上
げ
の
一
部
を
市
の
消
防
団
の

支
援
に
充
て
る
自
動
販
売
機
が
、
広
瀬

方
面
隊
広
瀬
分
団
の
消
防
拠
点
施
設
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
初
の
設
置
と
な
る
こ
の
自
動
販

売
機
は
、
島
根
県
消
防
協
会
が
消
防
団

の
活
動
強
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
安
来
市

に
働
き
か
け
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス

ト
ジ
ャ
パ
ン
の
協
力
で
実
現
。
売
上
の

一
部
は
市
に
納
入
さ
れ
、
市
は
消
防
団

の
備
品
購
入
や
団
員
確
保
の
活
動
な
ど

に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
無
償
で
飲
料
水

を
提
供
す
る
機
能
も
兼
ね
、
被
災
者
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

イインンドド・・ケケララララ州州とと交交流流模模索索
行行政政・・企企業業・・団団体体ののトトッッププららがが訪訪印印

くくららししののガガイイドド完完成成
市市民民のの生生活活ををササポポーートト

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを
お伝えします

消消防防団団支支援援自自販販機機をを設設置置
島島根根県県内内初初・・売売上上のの一一部部をを寄寄付付

▲地元企業を訪問する近藤市長ら

▲美しい景観を持つケララ州

インド・ケララ州

・人口３３３９万人
・人口の６割が農
業または関連事業
に従事
・州のＧＤＰ（州
の生産額）の６割
を観光業とＩＴ産
業が占める

▼

設
置
式
で
は
広
瀬
幼
稚
園
の
園
児
が

早
速
ジ
ュ
ー
ス
を
購
入
す
る
場
面
も
。
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住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
い
つ
ま
で

も
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
家
族
や
地

域
と
関
わ
り
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し

い
だ

た
い
。
誰
も
が
抱
く
願
い
で
す
。

人
は
誰
で
も
老
い
て
い
き
ま
す
。

老
い
と
付
き
合
い
な
が
ら
、
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
化
社
会
の
到
来

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
課
題

日
本
人
の
平
均
寿
命
（
厚
生
労
働

省
「
平
成
２５
年
簡
易
生
命
表
」）
は

男
性
８０・
２１
歳
と
初
め
て
８０
歳
の
大

台
を
超
え
、女
性
は
８６・
６１
歳
と
今
年

も
過
去
最
高
値
を
記
録
し
ま
し
た
。

ほ
ぼ
毎
年
、
ゆ
る
や
か
に
平
均
寿
命おう

は
伸
び
て
お
り
、
誰
も
が
長
寿
を
謳

か歌
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
認
知
症
や
生
活

習
慣
病
、
関
節
疾
患
な
ど
の
た
め
に

介
護
が
必
要
と
な
る
高
齢
者
が
増
え

て
お
り
、
単
に
長
生
き
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
い
か
に「
健
康
寿
命
」（
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
）

を
伸
ば
す
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加

国
は
高
齢
社
会
白
書
で
、
長
寿
化

が
進
む
と
と
も
に
変
化
す
る
社
会
構

造
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
、
子
ど
も

と
の
同
居
の
割
合
は
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
一
方
、
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦

の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
と
も
に

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
を
支
え
て

き
た
血
縁
関
係
だ
け
を
頼
り
に
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
安
来
市
で
も
高
齢
者
が
ま

す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

て
お
り
、
同
時
に
介
護
や
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
新
し
い
長
寿

化
・
高
齢
化
社
会
を
前
に
血
縁
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
地
域
や
仲
間
で
支
え
あ

う
新
し
い
社
会
を
構
築
す
べ
き
時
期

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

長
寿
化
・
高
齢
化
社
会
を
、
誰
も

が
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

特特
集集

楽楽
しし
いい
老老
後後
のの
スス
スス
メメ

高高
齢齢
期期
をを
元元
気気
にに
暮暮
らら
すす
たた
めめ
にに

５広報やすぎ ２０１５年１月



「
人
を
集
め
る
の
が
好
き
な
ん
で

す
」
と
笑
顔
で
話
す
森
田
英
子
さ
ん

（
荒
島
町
・
８１
歳
）。
町
内
で
五
葉

ク
ラ
ブ
と
い
う
老
人
会
に
参
加
す
る

ほ
か
、
ご
近
所
さ
ん
を
集
め
た
お
茶

会
を
週
２
・
３
回
は
開
く
な
ど
、
毎

日
た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま
れ
て
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

詩
吟
・
短
歌
・
生
け
花
な
ど
の
多

彩
な
趣
味
を
持
ち
、
複
数
の
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
て
い
る
森
田
さ
ん
は
、「
家

に
い
る
と
無
気
力
な
毎
日
し
か
過
ご

せ
な
い
か
ら
、
と
に
か
く
出
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
の
」
と
話
し
ま

す
。
こ
の
日
も
荒
島
地
区
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た
�
わ
か

た
け
ク
ラ
ブ
�
に
参
加
。
地
区
の
仲

間
と
と
も
に
減
塩
料
理
づ
く
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
料
理
を
行
い
な
が
ら

笑
み
を
絶
や
さ
な
い
森
田
さ
ん
の
周

り
に
は
い
つ
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

森
田
さ
ん
が
積
極
的
に
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
市
老
連

（
安
来
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
に

入
会
し
て
か
ら
。�
集
ま
っ
て
情
報

を
交
換
し
て
困
っ
た
と
き
は
助
け
合

う
�
市
老
連
の
活
動
の
中
で
人
と
人

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
た

と
い
い
ま
す
。「
人
と
話
す
の
は
気

を
遣
う
か
ら
と
い
う
人
は
、
集
ま
る

場
の
楽
し
さ
を
知
ら
な
い
か

ら
」
と
多
く
の
人
に
呼
び
か

け
、
町
内
や
地
区
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
で
人
の
輪
を
広

げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
一
人
暮
ら
し
。「
仲
間
の

存
在
は
趣
味
や
健
康
づ
く
り
な
ど
人

生
を
楽
し
む
の
に
不
可
欠
の
も
の

で
、
生
活
に
彩
り
を
与
え
て
く
れ

る
。
隣
近
所
と
は
助
け
合
う
間
柄
。

お
互
い
を
気
に
か
け
、
何
で
も
頼
め

る
心
強
い
存
在
で
す
」。
困
っ
た
と

き
は
孫
や
近
所
の
人
な
ど
周
囲
の
助

け
を
借
り
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

忙
し
い
日
々
を
「
す
べ
て
楽
し

い
」
と
答
え
る
森
田
さ
ん
は
、
充
実

し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

特集 楽しい老後のススメ

料理を楽しむ森田さん

地
域
と
つ
な
が
る

遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人

仲間との食事に話が弾みます

森田英子さん（荒島町）

広報やすぎ ２０１５年１月６



や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭
で
毎
月
開
催
さ

れ
て
い
る
「
大
市
場
サ
ロ
ン
」。
近
所
に

住
む
高
齢
者
な
ど
が
集
ま
り
、
体
操
や
お

し
ゃ
べ
り
会
、
介
護
予
防
運
動
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
２
年
前
、「
近
所
の
高
齢

者
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る
場
を
作
ろ
う
」

と
自
治
会
で
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
毎
回

２０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
ゲ
ー
ム
を
交
え

た
運
動
を
実
施
。
脳
を
刺
激
す
る
た
め
に

運
動
に
ゲ
ー

ム
を
取
り
入

れ
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。

大
市
場
サ

ロ
ン
の
福
島

幸
男
代
表
は
、

「
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い

る
人
が
多
い
。
月
に
一
度
だ
け
ど
、
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
一
緒
に

笑
う
。
こ
れ
が
大
事
」
と
話
し
ま
す
。

農
業
の
機
械
化
や
社
会
基
盤
が
整

備
さ
れ
、
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て

き
た
反
面
、
高
齢
者
が
地
域
や
社
会

と
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
増
え
る
中
、
孤
立
し
な

い
よ
う
に
、
気
軽
に
地
域
の
人
が
集

ま
れ
る
場
を
提
供
し
よ
う
と
始
め
た

の
が
ミ
ニ
サ
ロ
ン
で
す
。

現
在
、
安
来
市
で
は
８５
の
自
治
会

で
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
セ
ラ
バ
ン

ド
教
室
や
口
腔
教
室
な
ど
介
護
予
防

運
動
や
健
康
講
座
、
ゲ
ー
ム
、
茶
話

会
な
ど
各
自
治
会
が
工
夫
を
凝
ら
し

て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
世

代
の
地
域
の
人
と
一
緒
に
健
康
づ
く

り
や
趣
味
を
楽
し
む
こ
と
で
、
ス
ト

レ
ス
解
消
や
高
齢
者
の
楽
し
み
、
生

き
が
い
に
な
り
、
介
護
予
防
に
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。

各
サ
ロ
ン
に
は
、補
助
金
な

ど
の
支
援
も
あ
り
ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ミ
ニ
サ
ロ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

安来市社会福祉協議会
田 中 正 美 さん

〜
地
域
の
仲
間
と
し
ゃ
べ
っ
て
笑
っ
て
〜

ジジャャンンケケンンをを使使っったた運運動動

合合間間のの休休憩憩もも楽楽ししみみのの一一つつ

月１回開催。高齢者の介護予防や仲間づ
くりを目的として、地域のボランティアな
どの協力により、自治会単位で開催する地
域コミュニティの場です。催しは各自治会
で決定します。
対象者 ６５歳以上の人
問い合わせ

■実施に関すること
・安来市社会福祉協議会 ℡３２‐３３０５
※新年度から自治会に新しくサロンを
立ち上げたい人なども募集していま
す。

■参加申込
・各自治会にお問い合わせください。

高齢者が各交流センターなどに集い、レ
クリエーションや体操、会食などの様々な
活動を通して楽しく過ごす場です。住民が
交流を深めることで地域の中で顔見知りの
関係ができ、助け合える関係を築きます。
対象者 ６５歳以上で介護保険認定を受け

ていない人
問い合わせ 安来市社会福祉協議会

℡３２‐３３０５

■ミニサロン

■ミニデイサービス事業

仲間と楽しく過ごしましょう

特集 楽しい老後のススメ

７広報やすぎ ２０１５年１月



健
康
寿
命
は
、
平
成
２２
年
時
点
で

の
平
均
が
男
性
７０
・
４２
歳
、
女
性
が

７３
・
６２
歳
と
な
っ
て
お
り
、
誰
も
が

生
涯
健
康
的
な
体
を
維
持
で
き
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
長
く

元
気
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
に

は
、
生
活
環
境
に
適
応
で
き
る
身
体

能
力
が
必
要
で
す
。
身
体
能
力
は
、

年
齢
と
と
も
に
低
下
し
ま
す
が
、
よ

く
体
を
動
か
し
て
い
る
人
は
、
平
均

的
な
生
活
を
し
て
い
る
人
に
比
べ
て

高
い
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
で
は
誰
も
が
自
立
し
た
生
活
を

持
続
さ
せ
、
ま
た
、
こ
れ
以
上
の
悪

化
を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
に
向
け
て

介
護
を
予
防
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
、
安
来
・
広
瀬
・
伯
太
の
３

会
場
で
行
っ
て
い
る
い
き
い
き
健
康

教
室
も
そ
の
一
つ
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や

マ
ッ
ト
運
動
な
ど
体
を
柔
ら
か
く
す

る
運
動
か
ら
始
め
、
太
極
拳
や
セ
ラ

バ
ン
ド
を
取
り
入
れ
た
体
操
、
参
加

者
で
歌
を
合
唱
す
る
な
ど
毎
回
趣
向

を
凝
ら
し
た
人
気
の
教
室
で
す
。

介
護
予
防
運
動
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
い
き
い
き
健
康
教
室
を
指
導
す
る

特集 楽しい老後のススメ

山根良雄さん（宇賀荘町）高齢者向けの健康教
室などを主催。介護予防運動のスペシャリスト。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー細

木
誠
一
郎
さ
ん

（
広
瀬
町
広
瀬
）

友
人
の
勧
め
で
３
年
前
か
ら
通
う

細
木
さ
ん
。「
腰
も
よ
く
な
っ
た
し
、

階
段
の
昇
降
も
不
自
由
な
く
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
効
果
を
実
感
。

安
部
英
子
さ
ん

毎
日
コ
ツ
コ
ツ
運
動
を

（
広
瀬
町
広
瀬
）

大
切
な
の
は
無
理
を
し
な
い
こ
と

「
笑
っ
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
一

番
」
と
話
す
安
部
さ
ん
は
、
設
立
当

初
か
ら
の
常
連
。「
私
の
健
康
は
家

族
の
幸
せ
、
そ
し
て
私
も
幸
せ
」
と

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

セラバンドを使ったトレーニング。持つ場所で
運動の強度を調整できることが魅力。

景
山
一
枝
さ
ん

（
広
瀬
町
広
瀬
）

背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
た
美
し
い
姿

勢
が
印
象
的
な
景
山
さ
ん
は
、
参
加

者
最
高
齢
の
８７
歳
。「
人
と
話
し
て

心
を
健
康
に
。
み
な
さ
ん
の
顔
を
見

て
し
ゃ
べ
る
の
が
楽
し
み
」。

広報やすぎ ２０１５年１月８



山
根
良
雄
さ
ん
（
安
来
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
）
は
、
高
齢
者
の
運
動

に
つ
い
て
「
運
動
が
大
切
と
い
う
の

は
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。
大
事
な

の
は
無
理
を
し
な
い
こ
と
」
と
、
自

分
の
体
力
や
体
調
に
応
じ
た
運
動
を

行
う
こ
と
が
重
要
と
話
し
ま
す
。

実
際
に
山
根
さ
ん
が
受
け
持
つ
ク

ラ
ス
で
は
イ
ス
に
座
り
な
が
ら
の
運

動
を
行
う
人
や
、
難
易
度
の
高
い
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
う
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ス
タ
イ
ル
で

運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

運
動
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
大

事
で
す
。
山
根
さ
ん
は
運
動
の
頻
度

を
「
週
２
回
以
上
が
理
想
。
難
し
け

れ
ば
週
１
回
は
み
っ
ち
り
と
行
い
、

後
は
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
補
完
さ
れ

て
も
よ
い
」
と
話
し
、「
イ
ス
に
座

る
際
に
膝
を
伸
ば
し
た
り
、
歯
を
磨

く
際
に
片
足
立
ち
で
行
っ
た
り
な
ど

生
活
の
中
に
運
動
を
溶
け
込
ま
せ
る

こ
と
で
継
続
で
き
る
」
と
続
け
ま

す
。高

齢
に
な
っ
て
も
運
動
の
効
果
は

十
分
に
あ
り
ま
す
。
生
活
の
中
で
そ

の
人
に
あ
っ
た
運
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
健
康
な
生
活
を
長
く
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
え

そ
う
で
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
気
軽
に
始
め

ら
れ
、
体
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ず

に
、
安
全
に
運
動
不
足
を
解
消
す
る

手
段
と
し
て
人
気
で
す
。

昨
年
度
、
安
来
市
で
行
わ
れ
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
数
は
２３
。
特
に

交
流
セ
ン
タ
ー
単
位
の
大
会
が
多

く
、
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
と
地
域

の
名
所
・
美
景
を
め
ぐ
り
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
ふ
る
さ
と

の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
地
区

単
位
で
こ
れ
だ
け
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
を
行
っ
て
い
る
市
は
珍
し
い
と
の

こ
と
。
２３
の
数
字
は
地
元
を
愛
し
、

健
康
づ
く
り
に
い
そ
し
む
安
来
市
民

を
表
し
て
い
る
数
字
と
い
え
ま
す
。

■
い
き
い
き
健
康
教
室

各
会
場
で
週
１
回
開
催
。
介
護
予

防
に
つ
い
て
の
内
容
を
取
り
入
れ
た

講
話
と
運
動
に
よ
り
運
動
機
能
を
高

め
ま
す
。

対
象

６５
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
人

場
所

・
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

（
毎
週
木
曜
日
午
後
）

・
井
尻
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
毎
週
金
曜
日
午
前
）

・
安
来
市
民
体
育
館

（
毎
週
金
曜
日
午
後
）

問
い
合
わ
せ

安
来
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
・
山
根

℡
２２‐

１
４
３
３

安
来
市
民
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
好
き
？

高齢者の運動を支援します

対象者 65 歳以上の人
☆パワーリハビリ・転倒骨折予防
月 2回開催。運動指導員により、ストレッ
チ、バランス運動、筋力トレーニングと有酸
素運動などの実技と介護予防についての学習
を通して生きがいや健康づくりのきっかけを
つくります。
場所・問い合わせ

安来市在宅介護支援センター℡２２‐０５００
☆水中運動
月 2回開催。浮力により体重負荷が少な
くなるので、膝や腰が悪くて日常的な運動が
困難な人でも比較的容易に運動ができます。
場所・問い合わせ

スイミングスクール安来 ℡２２‐０８４８

月１回開催。転倒予防・健康増進のため
の簡単な体操や、調理実習、口腔ケア、季
節にあった楽しい一日を過ごします。
対象者 ６５歳以上で介護保険の認定を受

けていない人
場 所 ふれあいプラザ
問い合わせ 昌寿苑 ℡２２‐１２３４

■運動機能向上支援

■ふれあい講座

■
シ
ル
バ
ー
健
康
講
座

月
１
回
開
催
。
近
隣
の
旧
跡
や
名

所
を
め
ぐ
り
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。

対
象

６５
歳
以
上
の
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
男
性

場
所

回
に
よ
り
異
な
り
ま
す

※
今
年
度
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ

安
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
伯

太
支
所

℡
３７‐

１
４
３
２

特集 楽しい老後のススメ
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地
域
社
会
で
活
躍
す
る
高
齢
者
が

い
ま
す
。
お
も
ち
・
お
こ
わ
、
総
菜

な
ど
の
加
工
・
販
売
を
手
掛
け
る
比

田
い
き
い
き
加
工
部
の
会
長
を
務
め

る
田
邊
チ
カ
子
さ
ん
（
広
瀬
町
東
比

田
・
６５
歳
）
も
そ
の
一
人
。
毎
日
、

早
朝
か
ら
旧
西
比
田
小
学
校
に
あ
る

比
田
い
き
い
き
加
工
部
の
加
工
場

で
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
あ
ん
餅

や
山
菜
ご
飯
づ
く
り
な
ど
に
精
を
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
日
の
イ
ベ

ン
ト
出
店
や
子
ど
も
た
ち
に
笹
巻

き
・
お
も
ち
づ
く
り
教
室
な
ど
の
事

業
を
数
多
く
展
開
し
、
と
も
に
働
く

比
田
地
区
の
５０
〜
７０
代
の
１０
人
で
忙

し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

加
工
部
を
立
ち
上
げ
た
の
は
１０
年

前
。
近
所
に
住
む
同
年
代
の
主
婦
ら

で
、
廃
校
と
な
っ
た
東
比
田
小
学
校

で
笹
巻
き
づ
く
り
を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
。「
笹
巻
き
が
作
れ
る
５
・

６
月
だ
け
の
つ
も
り
が
、
仲
間
か
ら

�
お
も
っ
し
ぇ
け
ん
、
続
け
ら
い

や
�
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
ず
っ

と
で
す
」
と
田
邊
さ
ん
。
そ
の
後
、

工
場
を
現
地
に
移
し
、
事
業
を
拡
大

し
て
き
ま
し
た
。「
比
田
の
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
で
始
め
た
だ

け
。
こ
う
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
」と
現
状
に
目
を
細
め
ま
す
。

楽
し
み
は
、
年
１
回
、
加
工
部
の

み
な
さ
ん
と
地
域
の
人
で
行
く
温
泉

旅
行
。「
食
材
の
提
供
や
応
援
し
て

も
ら
え
る
人
に
恩
返
し
」
と
話
し
ま

す
。「
比
田
は
働
く
場
所
が
少
な
い

け
ん
、
高
齢
者
の
た
め
に
も
こ
こ
を

残
さ
ん
と
」
と
後
継
者
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。

「
歴
史
や
自
然
、
文
化
な
ど
の
地

域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
誇
れ
る
町
」

と
ふ
る
さ
と
・
広
瀬
に
つ
い
て
話
す

大
野
善
義
さ
ん
（
広
瀬
町
広
瀬
・
７９

歳
）。
大
野
さ
ん
は
３
年
前
か
ら
月

山
富
田
城
跡
な
ど
広
瀬
町
を
中
心
と

し
た
観
光
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

大
野
さ
ん
は
「
自
ら
広
瀬
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
観
光
ガ
イ
ド
は
生
き
が
い
。
元

気
な
う
ち
は
続
け
た
い
」
と
話
し
、

「
全
国
の
人
に
広
瀬
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」。
そ
の
思
い
が
突
き
動
か
し
て

い
ま
す
。

ガ
イ
ド
を
始
め
て
今
ま
で
以
上
に

地
元
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
大
野
さ
ん
。「
書
物
や
資
料

を
読
む
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
そ
の

場
所
に
行
っ
て
み
る
こ
と
で
思
い
が

け
な
い
発
見
が
あ
る
」
と
足
を
運
ん

で
得
た
知
識
を
交
え
た
ガ
イ
ド
は
、

観
光
客
に
好
評
で
す
。

「
尼
子
氏
や
富
田
城
に
詳
し
い
人

も
い
れ
ば
何
も
知
ら
な
い
人
も
い

る
。
お
客
さ
ん
と
会
話
し
な
が
ら
そ

の
人
に
あ
っ
た
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま

す
」
と
観
光
客
に
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
工
夫
を
重
ね
ま
す
。

戦
国
時
代
、
毛
利
氏
を
相
手
に
何

度
も
立
ち
上
が
っ
た
地
元
の
英
雄
・

ふ
と
う

山
中
鹿
介
の
「
不
撓
不
屈
の
精
神
」

を
心
に
刻
む
。
今
の
目
標
は
「
鹿
介

が
祈
っ
た
と
い
う
三
笠
山
を
観
光
地

と
し
て
掘
り
起
こ
し
た
い
」
と
さ
ら

な
る
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

活
躍
の
場
を
発
見
！

新
た
に
活
躍
の
場
を
見
つ
け
、
人
や

社
会
を
支
え
る
喜
び
を
み
つ
け
た
人
が

地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

地
域
で
輝
く
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー

ふ
る
さ
と
広
瀬
の
Ｐ
Ｒ
が

生
き
が
い

よしのり

☆大野善義さん

☆田邊チカ子さん

高
齢
者
の
働
く
場
を
創
出

広報やすぎ ２０１５年１月１０



一
昔
前
な
ら
隠
居
生
活
を
し
て
い

た
６０
代
・
７０
代
で
す
が
、
今
の
人
は

と
て
も
元
気
。
気
力
や
や
る
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
る
人
は
多
い
は
ず
で

す
。
そ
ん
な
高
齢
者
が
安
来
に
は
特

に
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

家
族
や
地
域
と
の
暮
ら
し
を
大
切
に

し
て
日
々
を
安
心
し
て
暮
ら
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
趣
味
や
農

作
業
な
ど
好
き
な
こ
と＝

「
や
り
が

い
」
を
み
つ
け
、
人
生
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

高
齢
期
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め

に
、大
切
な
の
は
、心
の
健
康
で
す
。

人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
生
き
る
。
そ
の
つ
な
が
り
が
広

く
な
る
ほ
ど
豊
か
な
高
齢
期
が
過
ご

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
や
老
人
会
、
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
を
利
用
し
て
気
の
置
け
な
い

仲
間
と
笑
っ
た
り
相
談
し
た
り
し
て

楽
し
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
地
域

が
元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の
人
数
が

増
え
れ
ば
、
そ
の
元
気
は
自
治
会
か

ら
地
区
へ
地
区
か
ら
市
へ
と
波
及
し

て
、
明
る
い
社
会
が
構
築
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
化
・
長
寿
命
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
地
域
や
家
族
、
社
会
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
動
き
出
し
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
・
長
寿
命
化
社
会
に
直
面
し
て
い
る
の
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
世
代
で
す
。
だ
れ
も
が
自
分
の
こ
と
と
し

て
受
け
止
め
、
新
た
な
社
会
を
構
築
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
各
世
代
で

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
高
齢
世
代
と
若
い
世
代
が
お
互
い
の
力

を
伝
え
合
い
な
が
ら
、
困
っ
た
と
き
に
は
協
力
す
る
。
互
い
に
つ
な

が
る
こ
と
が
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実

現
で
き
る
鍵
に
な
り
そ
う
で
す
。

明
る
い
社
会
を
つ
く
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

つ
な
が
る
こ
と
で
互
い
が
元
気
に

会長 國重光美さん
安来市老人クラブ連合会

誰
も
が
笑
っ
て
過
ご
す
に
は
？

安
来
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
國
重
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

健康推進活動に取り組む「宇賀荘地区健康を楽しむ会」（山根良雄会長）。地区
の健康増進活動に力を入れており、今年、公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表
彰を受賞しました。毎週開催する体操教室の終わりは大きな笑いで締めくくり
ます。

特集 楽しい老後のススメ
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昭和 41 年に建設され、47 年の歴史を刻んだ市民会館
の最後の催し「市民会館さよならイベント」が 12 月 2
日から 7日に開催されました。
2日からは、建設時の写真や市民会館について掲載し
た広報紙の記事の展示などを行いました。また、最終日
は、会館に慣れ親しんできた市民や市内の団体などが最
後のステージを体感。歌、社交ダンス、安来節などを披
露して、約５００人の来場者とともに閉館を惜しみました。
実行委員会の野崎ふしみ委員長は、「市民会館はいろ
いろな人と出会い、よい縁が生まれた市民の思い出が詰
まった場所」と振り返りました。
※新たな安来市民会館（仮称）は、切川地区に建設予定。
平成 29 年度の供用開始を目指して事業を進めています。

万葉集の歌人で歌聖とも呼ばれる柿本人麻呂と安
来とのつながりに迫る「人麻呂さんが安来にいたん
だって？」が 11 月 22 日、安来中央交流センターで
行われ約 80 人が参加しました。
山陰万葉を歩く会会長の川島芙美子氏の講演では、
日立金属海岸工場付近にあった仏島の人麻呂石碑や
雲陽誌に記載された人麻呂と安来の伝説について紹
介。また、乗相院にあった人麻呂とされる神像につ

とん あ
いて、鎌倉時代の頓阿法師が作成した 300 体の一つ
であると推測。「人麻呂像がまつられたのは人々の生
活が豊かで文化水準の高い地域。安来も昔から豊か
な地域だったのでは」と話しました。

（上）ステージイベン
トで演奏する安来ウイ
ンドオーケストラ、ひ
たちやすぎ吹奏楽団の
みなさん。
（左）展示イベントの
様子。

▲人麻呂について講演を行う川島芙美子氏。

広報やすぎ ２０１５年１月１２



市内を流れる伯太川に、11 月から 12 月初旬
にかけてサケの遡上が多く見られました。突
然、現れたサケたちを一目みようと川岸から水
中をのぞく人も見られ、大きな話題になっています。
サケは日本の川で生まれ、アメリカのアラス
カやロシアの海で４～５年成熟した後、生まれ
た川に戻り、卵を産んでその一生を終えるとさ
れています。昨年までほぼサケが見られなかっ
た伯太川で、今年体長 50 ㌢～60 ㌢程の大きな
サケが多くやってきました。川を管理する県で
もはっきりとした原因は不明とのこと。川底で
はサケたちが産卵している痕跡も見られ、今
後、伯太川が多くのサケたちのふるさとになる
ことが期待されます。

安来で収穫された農産物や加工品などを一同に集
めた農林業祭が 11 月 23 日、伯太庁舎で行われ、秋
の味覚を買い求める人などでにぎわいました。
会場には、約 40 の団体などが出店し、新鮮な野
菜や米、肉などが並びました。子どもを対象とした
花寄せ植え教室には、15 組の親子が参加。パンジー
やビオラなど花の苗を鉢植えしました。教室に参加
した船原渚ちゃん（飯島町）は、「花を持って帰っ
て家の玄関に置きたい」と話しました。
安来のイチゴをＰＲする「やすぎのいっちゃん」
とのじゃんけん大会や、ものまねタレント美留香（み
るか）さんのステージ、梨の皮むき大会など各種催
しがあり、市内外から訪れた約４千人の来場者は、
秋の一日を満喫していました。

▲子どものための花寄せ植え教室の様子。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

▲産卵のために伯太川を遡上するサケ。
※市内でサケを捕獲することは法律で禁止されていま
す。

１３広報やすぎ ２０１５年１月



安来市防犯協会、民生児童委員協議会、警察が連
携して事故や特殊詐欺被害の発生を未然に防ごうと
11 月 28 日、歳末特別警戒に向けたパトロールおよ
び特殊詐欺撲滅キャンペーン出発式が行われまし
た。
年末に事故や詐欺被害が増加する傾向にあること
から、各団体が連携しパトロールなどを行うもの。
民生児童委員協議会では、警察と連携し、各委員が
独居老人宅への訪問、チラシやシール配布を行うな
ど、被害防止に向けた活動を始めます。
岩﨑拓治安来警察署長は出発式で、市内で特殊詐
欺の被害が出たことを例に挙げ、一層の警戒を呼び
掛けました。

安来市が持つ歴史や文化を学ぶ安来市歴史文化
講座が 11 月 23 日、広瀬中央交流センターで開か
れ 40 人が参加しました。
講座では、米子市文化財団の佐伯純也主任調査
員が、1591 年に富田城主の吉川広家が、広瀬から
米子へ城を移そうとしたことについて解説。佐伯
氏は、まだ研究中としながらも、当時は動乱から
太平の世への過渡期であったことや、米子は新た
な町が建設しやすかったことなどの背景を挙げ、
「広家は富田城にはない港を整備して、次の時代
に向けて新たな町を造り、発展させたかったので
はないか」と話しました。

長年、火災予防の少年夜警活動を行っている
吉佐町子供会に対し 11 月 5 日、消防本部から感
謝状が贈られました。
吉佐町子供会は同町内に住む島田小学校の児
童らで構成され、火災予防の呼び掛け活動を 50
年以上行っています。子どもたちは、夏休み中

ひょう し ぎ
の夕刻に集まって、拍子木を鳴らしながら「火
の用心」「マッチ一本火事のもと」「家が焼けた
ら国の損」など元気な声を響かせて町内を練り
歩いています。
消防本部では、吉佐町子供会の防災活動に感
謝状を贈るとともに、同様の取り組みが他の地
域でも波及することに期待を寄せ
ています。

▲「本城を移転せよ！」～吉川広家はなぜ富田
から米子へ城を移転しようとしたのか～の演題
で講演する佐伯純也氏。

▲島田小学校で感謝状を受け取る吉佐町子供会

の児童。

▲安来警察署で行われた出発式で決意表明する

安来市民生児童委員協議会の神澤会長。

広報やすぎ ２０１５年１月１４



新新着着図図書書紹紹介介

図説英国貴族の令嬢 村上リコ
天皇と宮家 小田部雄次
日本人も悩む日本語 加藤重広
一人っ子同盟 重松 清
アイネクライネナハトムジーク

伊坂幸太郎
私家本 椿説弓張月 平岩弓枝
フォルトゥナの瞳 百田尚樹
夜また夜の深い夜 桐野夏生
トオリヌケキンシ 加納朋子
伊藤博文邸の怪事件 岡田秀文
独走 太田光代
〈お子さんのほん〉
おてつだいの絵本 辰巳 渚
わたしの心のなか
シャロン・Ｍ・ドレイパー

ぼくとテスの秘密の七日間
アンナ・ウォルツ

まよなかのゆきだるま 森 洋子
ピンクがとんだ日 村上康成

億男 川村元気
忙中閑語 安野光雅
死に支度 瀬戸内寂聴
ほっこりあたたか手編みのルー
ムシューズ

ブティック社/出版
もっとエコラッピング 思わず
誰かにプレゼントしたくなる

正林恵理子
ちょいヨガ ココロとカラダ
が楽になる 菅井悦子
〈お子さんのほん〉
ときじくもち 染谷果子
ツン子ちゃん、おとぎの国へ
行く 松本祐子
かぞくのヒミツ イソール
よふかしにんじゃ エド・ヤング
１日１０分でちずをおぼえる
絵本 あきやまかぜさぶろう

月は誰のもの 宇江佐真理
窓際のスパイ ミック・ヘロン
入り婿侍商い帖２ 千野隆司
絶叫 葉真中顕
夫婦からくり 中島 要
３年７組食物調理科 須藤靖貴
侵食捜査 安東能明
ユダの柩 福田和代
僕は小説が書けない中村 航
売国 真山 仁
少女霊異記 高樹のぶ子
サラバ！上・下 西加奈子
〈お子さんのほん〉
あなのはなし 二見正直
ぼくと戦争の物語 漆原智良
きっと忘れないよ

わんこ大スキ委員会
世界の妖怪大百科 高橋敏広
お話きかせてクリストフ

ニキ・コーンウェル
自由の国平等の国 小川仁志

十神小学校で 11 月 18 日、安来産ドジョウを使った給
食が登場しました。
これは県の教育委員会が地元食材を積極的に活用して
もらおうと 6月・11 月を「ふるさと教育月間」に制定し
ていることから実施したもの。十神小学校では、安来に
なじみ深いドジョウを食材として選び、献立に取り入れ
ました。この日のメニューはドジョウの空揚げ。お皿に
は１～３年生 3匹、４～６年生 4匹ずつ盛り付けられ、
児童らは合掌と同時にキツネ色に揚がった地元の味を楽
しみました。
一年生男子児童は、「サクサクしておいしい。また食べ

たい」とうれしそうに話していました。

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３２－４４５５℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ
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■

認
知
症
の
症
状
な
ど

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
障
害
や

判
断
力
の
低
下
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、

不
安
に
な
る
、
異
常
な
行
動
を
と
る

な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。

認
知
症
は
、
症
状
が
軽
い
う
ち
に

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
進

行
を
遅
ら
せ
る
な
ど
治
療
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
認
知
症
は
、
主
に
次

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

脳
と
神
経
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
と
壊

れ
て
い
く
病
気
で
す
。

脳
血
管
性
認
知
症

脳
卒
中
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な

ど
に
よ
り
、
脳
血
管
が
詰
ま
っ
た

り
、
破
れ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
で

起
こ
る
病
気
で
す
。

認
知
症
は
高
齢
者
に
多
い
病
気
で

す
が
、
働
き
盛
り
の
年
代
で
も
発
症

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
と
言
え

ま
す
。

認
知
症
は
、
生
活
の
改
善
に
よ
っ

て
予
防
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
集
ま
り
や
趣
味
な
ど
、
活
動

的
な
生
活
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

食
事
…
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心

が
け
る
。

運
動
…
適
度
な
運
動
を
行
う
。

生
活
習
慣
…
た
ば
こ
を
や
め
る
。

健
康
診
断
…
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、

生
活
習
慣
病
予
防
を
行
う
。

そ
う
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

安
来
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
市
内
３
つ
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
家
族
、
民
生
委
員
、
近
所
の
人

な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
窓
口
は
、

介
護
予
防
事
業
や
医
療
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
な
ど
と
連
携
し
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
へ
の
橋
渡
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

認知症による物忘れ
・物忘れの自覚がない
・食事を食べたこと自体を忘れる
・判断力の低下がみられる
・今いる場所が分からなくなる

など

加齢による物忘れ
・物忘れの自覚がある
・食事で何を食べたかを忘れる
・判断力の低下は見られない
・今どこにいるかわかる など

認
知
症
の
こ
と
、
ご
存
じ
で
す
か
？

■

働
き
盛
り
の
年
代
も
注
意
を

認
知
症
は
、
老
い
に
伴
う
病
気
の
一
つ
で
す
。

脳
の
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
周
囲
の
状
況
が
把

握
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
生
活
に
支
障
を
き
た
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

■

認
知
症
の
予
防

安
来
市
の
相
談
窓
口

▼
市
内
全
域

・
安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
３２‐

９
１
１
０

・
安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

く
た
（
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

℡
３７‐

１
５
４
０

▼
安
来
地
域（
第
一
中
学
校
区
）

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ケ
ア
プ
ラ

ン
や
す
ぎ

℡
２２‐

０
５
０
０

▼
安
来
地
域（
第
ニ
、
第
三
中
学
校
区
）

・
し
ら
さ
ぎ
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
２８‐

８
５
８
０

▼
広
瀬
地
域

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
せ

℡
３２‐

９
２
８
０

高齢になると誰でも記憶力が衰え、知能の老化が始まります。
物忘れは老化現象の一種ですが、「認知症」は、このような「加
齢による物忘れ」とは違います。体験したこと自体を忘れてしまっ
たり、自覚がなかったりする場合は、認知症の可能性があります。

加齢による物忘れと認知症による物忘れの違い

■

認
知
症
か
も
し
れ
な
い
…

で
も
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
９
５

広報やすぎ ２０１５年１月１６



年
末
年
始
の
市
役
所
・
市
関
連

施
設
の
休
業
日
等

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
先
月
号
の
広
報

紙
２２
・
２３
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
各
施
設
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●●
市
役
所
各
庁
舎
の
休
業
日

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

休
業
日

１２
月
２７
日
㈯
〜
１
月

４
日
㈰
（
休
業
期
間
中
は
宿
日

直
対
応
。
問
い
合
わ
せ
先
は
、

次
の
と
お
り
で
す
）

▽
安
来
●庁（
℡
２３‐

３
０
０
０
）

▽
広
瀬
●庁（
℡
２３‐

３
２
０
０
）

▽
伯
太
●庁（
℡
２３‐

３
３
０
０
）

▽
水
道
●庁（
℡
２３‐

２
０
２
０
）

※
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
内
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
Ｊ
Ｒ
安

来
駅
隣
接
・
℡
２３‐

７
６
６
７
）

で
は
、
１２
月
３１
日
㈬
と
１
月
１

日
㈭
の
休
業
日
を
除
い
て
、
次

の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
扱
業
務

▽
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
定

期
（
回
数
）
券
の
即
日
交
付

▽
戸
籍
謄
抄
本
・
所
得（
課
税
）

証
明
書
の
取
り
次
ぎ
（
申
請
書

を
受
け
て
後
日
交
付
し
ま
す
）

取
扱
時
間

８
時
３０
分
〜
１７
時

イ
ヌ
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
０
９
８

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
イ

ヌ
は
生
涯
１
度
の
登
録
と
、
生

後
か
ら
９１
日
を
超
え
た
場
合

は
、
年
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
登
録
や
予
防
注
射
を

さ
れ
て
な
い
人
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
イ
ヌ
が
死
亡
ま
た
は
所
在
地

や
飼
い
主
を
変
更
し
た
場
合
は
、

環
境
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
予
防
注
射
は
、
動
物
病
院
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
市
外
の
動
物
病
院
で
受
け
る

場
合
は
、
環
境
政
策
課
で
注
射

済
票
の
交
付
が
必
要
で
す
。）

▽
登
録
・
予
防
注
射
後
に
交
付

さ
れ
る
鑑
札
・
注
射
済
票
を
必

ず
イ
ヌ
に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ヌ
の
飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う

●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
０
９
８

イ
ヌ
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
苦

情
が
度
々
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
フ
ン
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
大
変
不
衛
生
で
す
。

フ
ン
は
飼
い
主
が
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
放
し
飼
い
は
県
条
例

で
定
め
ら
れ
た
違
反
行
為
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
２６
年
分
公
的
年
金
の
源
泉

徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

●問
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２６‐

９
５
４
０

●問
保
険
年
金
課

℡
２３‐

３
０
８
６

日
本
年
金
機
構
か
ら
平
成
２６

年
中
に
厚
生
年
金
、
国
民
年
金

な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
さ

れ
た
人
に
、
平
成
２６
年
分
と
し

て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額

や
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
源
泉

徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
に
、

添
付
書
類
等
と
し
て
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期

平
成
２７
年
1
月
中

旬
か
ら
下
旬
頃

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う

●問
選
挙
管
理
委
員
会

℡
２３‐

３
１
３
５

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物

や
お
祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多

い
時
期
で
す
が
、
政
治
家
が
選

挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
も
の

を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈

り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あなたのチカラをお貸しください

消消防防団団員員をを募募集集ししまますす

防火・防災への誓いを新たに
挙行します。
日時・場所 １月 11日㈰
▽式典…10時～、十神小学校講堂
▽通常点検・機械器具点検・一斉放水

…11時 20分ごろ～、安来港ふ頭

安来市消防団では、住民の皆さんの安心
安全を守るため、男性団員・女性団員を募
集します。

●問消防総務課 ℡２３‐３４１０

平平成成２２７７年年

安安来来市市消消防防出出初初式式

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

行行

政政

寄
附
は
禁
止
！

１７広報やすぎ ２０１５年１月



調
理
師
の
人
は
業
務
従
事
者
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
８
６

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る

調
理
師
は
、
２
年
ご
と
に
「
調

理
師
業
務
従
事
者
届
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

対
象
者

平
成
２６
年
１２
月
３１
日

時
点
で
、
次
の
と
こ
ろ
で
調
理

業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

の
人
（
免
許
を
持
っ
て
い
て
も

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い

場
合
は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）

▽
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事

業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、

多
数
の
人
に
飲
食
物
を
調
理
し

て
供
与
し
て
い
る
施
設
、
飲
食

店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ

う
ざ
い
製
造
業
。

提
出
先

勤
務
地
が
安
来
市
内

の
場
合
は
、
い
き
い
き
健
康
課

（
広
瀬
●健
）に
提
出
で
き
ま
す
。

※
勤
務
地
が
市
外
の
場
合
は
、

従
事
先
の
最
寄
り
の
保
健
所

提
出
期
限

１
月
１５
日
㈭

そ
の
他

島
根
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
届
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
１２
月
２５
日
に
専

用
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
す
）

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

す
る
事
業
広
告
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
０

平
成
２７
年
度
版
の
「
安
来
市

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
（
平

成
２７
年
２
月
発
行
予
定
）
に
掲

載
す
る
事
業
広
告
を
募
集
し
ま

す
。詳

し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

提
出
書
類
を
持
参

ま
た
は
郵
送

申
込
期
限

１
月
９
日
㈮
１７
時

必
着

●
平
成
２７
年
度
安
来
市
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー

対
象

事
業
者
（
広
告
代
理
店

を
含
む
）

広
告
枠
・
掲
載
料
（
１
枠
）

縦
５
×
横
１１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

３
万
２
４
０
０
円
（
税
込
）
※

募
集
す
る
枠
数
は
６
枠
。

予
定
印
刷
枚
数
１
７
０
０
０
枚

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
農
家
な

ど
を
対
象
と
し
て
５
年
ご
と
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。
県
知
事

に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
１
月

初
旬
か
ら
市
内
全
域
を
巡
回

し
、
対
象
と
な
る
人
を
訪
問
し

ま
す
。
調
査
員
が
訪
問
し
た
際

に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
、
調
査
員
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
「
平
成
２７
年
度
４
月

入
学
生
」
募
集

●問
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ

ー
℡
０
８
５
２‐

２８‐

５
５
０
０

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限

２
月
２８
日
㈯

そ
の
他

資
料
の
請
求（
無
料
）

は
、
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
・
場
所

２
月
１５
日
㈰
１０

時
〜
・
１４
時
〜
、
島
根
学
習
セ

ン
タ
ー
（
松
江
市
白
潟
本
町
）

１１０番は緊急電話です。事
件・事故はすぐに１１０番を。
あなたの通報が事件・事故を素
早く解決に導きます。
１１０番の仕組みと正しい利
用法について理解を深め、現場
に遭遇した際は慌てることなく対応しましょう。

●110番したときに聞かれることは・・・
①何がありましたか？（事故・泥棒・ケンカ？）
②いつですか？（今・何分前？）
③どこですか？（最寄りのバス停・橋・目標と
なる建物は？）
④人物は？（どんな人・人数は？）
⑤あなたの住所・名前・電話番号は？ など

●110番ってどこにつながるの・・・
110番はどこからかけても、すべて警察本
部の通信指令室につながります。
携帯電話からかける場合は、どこにいるのか
正確に教えてください。通信指令室で受けた通
報は、無線で指示して近くのパトカーが現場に
急行します。

警察官が110番について解説します。大人も
子どもも一緒に学びましょう。
日時 １月７日㈬１０時～１２時

場所 プラーナ

内容 ・白バイやパトカーと写真を撮ろう！

・ＤＶＤ「島根県警察１１０番通報」上映

・ぽりすあらエッサくん登場

・パネル展示

11 月月 1100 日日はは「「111100 番番のの日日」」でですす

「「111100 番番展展」」をを開開催催ししまますす

●問安来警察署 ℡２２‐０１１０

広報やすぎ ２０１５年１月１８



平
成
２７
・
２８
年
度
入
札
参
加
資

格
業
者
審
査
申
請
受
付
を
実
施

●申
●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

次
の
期
間
で
受
付
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
申
請
は
、
安
来
市

水
道
事
業
、
安
来
市
病
院
事
業

へ
の
申
請
を
兼
ね
ま
す
。
詳

細
・
様
式
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
５
日
㈪
〜
１

月
３１
日
㈯
（
郵
送
可
、
当
日
消

印
有
効
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構

℡
０
３‐

６
９
０
７‐

１
２
３
４

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

は
、
従
業
員
の
福
祉
増
進
と
企

業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
３４
年
に
国

の
法
律
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
た

制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
す
る
と
、

毎
月
の
掛
金
は
口
座
振
替
に

よ
っ
て
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
、
退
職
金
は
機
構
か
ら
直
接

退
職
者
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
簡
単
な
手
続
き
で
退
職

金
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

島
根
Ｉ
Ｔ
企
業
が
大
集
結
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
た
め
の
転
職
フ
ェ
ア

●問
㈶
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

℡
０
８
５
２‐

２８‐

０
６
９
０

地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え

て
い
る
皆
さ
ん
。
ま
ず
は
地
元

の
Ｉ
Ｔ
企
業
や
県
外
か
ら
の
立

地
企
業
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
大
阪
会
場

日
時

１
月
１８
日
㈰
１３
時~

１７
時

場
所

Ｏ
Ｂ
Ｐ
ク
リ
ス
タ
ル
タ

ワ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
）

●
東
京
会
場

日
時

1
月
２５
日
㈰
１３
時
〜
１７
時

場
所

浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
（
東
京
都
台
東
区
）

そ
の
他

▽
参
加
は
無
料
で
す

が
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
確
認
く

だ
さ
い
。（
「
Ｉ
Ｔ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
＠
島
根
」

で
検
索
）

国税庁ホームページ www.nta.go.jp

復興特別所得税が創設されました
復興特別所得税の創設によ
り、平成 25年から平成 49年
までの各年分について、所得税
と復興特別所得税の合計額を納
付することになります。

【算式】

復興特別所得税＝基準所得税額×２．１％

※給与所得者は、期間中に生じる給与等
から所得税および復興特別所得税が源泉
徴収されます。
◎復興特別所得税について詳しくは国税
庁ホームページをご覧ください。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

入所（園）資格の適正な審査を行うため、
家庭状況などの確認を目的に行います。

面接対象者 ①初めて入所（園）を希望する人
※新規入所児の兄・姉が継続入所
希望である場合を含む。

②保育の理由が「求職活動中の人」
面接日程 第 1希望の保育所（園）へ次の日程の

とおりお越しください。
※個別の通知は行いません。
・面接時間は 13時 30分～15時
（受付時間は 13時～14時 30分）

▽１月 13日㈫…やすぎ保育園、安来保育所
▽１月 14日㈬…みゆき保育園
▽１月 15日㈭…ふたば保育園
▽１月 16日㈮…ひろせ保育園、広瀬保育所
▽１月 19日㈪…赤江保育所、大塚保育所
▽１月 20日㈫…飯梨保育所、

城谷保育所（会場は社日●交）
▽１月 21日㈬…切川保育所、荒島保育所
▽１月 22日㈭…安田保育所、井尻保育所
▽１月 23日㈮…母里保育所、赤屋保育所
▽１月 26日㈪…布部保育所、比田愛育園
▽１月 27日㈫…あゆみ保育園（会場は島田●交）

注意事項

・日程の都合がつかない場合は、子ども未来課
まで事前にご連絡ください。
・継続入所を希望する人で、上記「面接対象者
の②」以外の人は、原則面接を行いませんが、
市が「面接が必要」と判断したときは、別途
連絡をします。

平平成成２２７７年年度度保保育育所所（（園園））入入所所にに関関すするる
保保護護者者面面接接をを実実施施ししまますす

●問子ども未来課 ℡２３‐３２１４

１９広報やすぎ ２０１５年１月



乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課
℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
１５
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
１５
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
２９
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
２９
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１
月
２１
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

大
腸
が
ん
検
診
（
予
約
）

●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

日
時
・
場
所

▽
１
月
７
日
㈬

１３
時
３０
分
〜
１７
時
、
安
来
中
央

●交

▽
１
月
８
日
㈭
１４
時
〜

１７
時
、
伯
太
●庁

伯太地域
（8,500）
（14,000）
（3,100）
（75）
（３８）
（６０）
（２０）
（６４）
（２５）

５,９００（４,４００）
１２,７００（１２,７００）
２,３００（２,３００）
３０（８０）
８（２２）

8,400
14,000
1,000
113
３３
６６
１５
１０４
３８

広瀬地域
（8,500）
（10,000）
（4,100）
（13）
（２８）
（６０）
（１０）
（９３）
（５２）

8,400
16,000
4,300
32
３１
６０
１５
１２３
３４

安来地域
（8,100）
（15,000）
（2,000）
（176）
（３７）
（９０）
（３０）
（１１７）
（５８）

9,800
15,000
2,500
1,679
３８
６０
１１
１４０
１１６

平均（円）
最高（円）
最低（円）
データ数
平均（㎏）
最高（㎏）
最低（㎏）
データ数
データ数
平均（円）
最高（円）
最低（円）
データ数
データ数

現 金

米 穀

使用賃貸

現 金

使用賃貸

田

畑

※この情報は、平成２５年度の利用権設定の賃借料などを基に算出したものです。

「すまい給付金」制度をご存じですか？

※（）内は前年

平成26年４月の消費税率引
き上げ（５㌫から８㌫）に伴い、
住宅を取得（建設または購入）し
た人の負担を軽減するため、住宅
取得者に最大３０万円の現金を給

付する支援措置「すまい給付金」が、国土交通省に
より実施されています。住宅ローン減税と併用する
こともできます。
要件等の詳細については、すまい給付金事務局ま
たはホームページでご確認ください。

マイホームを買った人もこれから買う人も

●問すまい給付金事務局
℡０５７０‐０６４‐１８６
ホームページ http : //sumai-kyufu.jp

農地の賃借料情報を提供します

●安来市における農地の賃借料情報（１０アール当たり）

●問農業委員会事務局 ℡２３‐３３６０

平成２７年中（１月～１２月）に、農地の賃貸借契約を
される場合、以下の情報を参考に、貸し人と借り人双方の
話し合いの上で契約を締結してください。

保保

健健

広報やすぎ ２０１５年１月２０



離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１
月
２７
日
㈫

▽
５
〜

６
カ
月
児
９
時
４５
分
〜
１０
時

▽
７
〜
８
カ
月
児
１３
時
３０
分
〜

１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１
月
２３
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
健
診
時
に
配
布
）
、
参
加

費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
支
援
講
演
会
「
助
産

師
さ
ん
に
よ
る
卒
乳
の
お
話
」

（
要
申
込
）

卒
乳
に
つ
い
て
助
産
師
が
お

話
を
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１
月
１６
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

●●
親
子
で
楽
し
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ケ
ア
（
要
申
込
）

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、
歌
っ
た
り
、
楽
器
や
バ

ル
ー
ン
を
使
っ
て
親
子
で
音
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

１
月
２２
日
㈭
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

果樹の剪定に挑戦
してみませんか。
日 時 １月１９日㈪９時～１７時
場 所 訓練センターおよび実習地

（ふれあい農園）
日 程
午前…施肥・病害虫防除等の講義

せんてい

午後…剪定実習
持ち物 筆記用具、剪定ばさみ、

のこぎり、防寒雨具など
その他 ▽定員３０人▽受講料１０００円

▽要申込
●申●問安来市学習訓練センター

℡２３‐１７５０

果樹剪定講座
（柿・桃）

教教
室室
・・
講講
座座

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

容器を受け取り、便を採取して郵送する方法です。
●対象者…４０歳以上（３月末までに４０歳になる人も含む）の人
●容器配布場所
・広瀬●健
日時…１月６日㈫～１６日㈮８時３０分～１７時１５分
・安来中央交流センター

日時…１月７日㈬１３時３０分～１７時
・伯太●庁
日時…１月８日㈭１４時～１７時
●検体郵送締切日…１月２１日㈬までに投函
●負担金…５００円（容器を受け取る際にお支払いください）

●対象者…２０歳以上（３月末までに２０歳になる人も含む）
の人。
ただし平成２４年度、平成２５年度に子宮がん検診を受けた
人は、検診結果により今年度対象にならない人もいます。詳
しくはお問い合わせください。
●実施期間…２月２８日㈯まで
●医療機関…安来市立病院、家族・絆の吉岡医院、野坂医院
●自己負担金…子宮頸がん１８００円 子宮頸がん・子宮体
がん３５００円
（ＨＰＶ検査もセットすれば上記の金額に１０００円加算）

●対象者…４０歳以上（3月末までに４０歳になる人も含む）
で、かつ昨年乳がん検診を受診していない人
●実施期間…２月２８日㈯まで
●医療機関…安来市立病院、安来第一病院
●自己負担金…２０００円

※医療機関で受ける検診（子宮がん、乳がん）は、２月に大
変混み合いますので、早めの受診をお勧めします。
※生活保護世帯、市民税非課税世帯の人は、申請により自己
負担金が免除になる場合があります。詳しくはお問い合わせ

ください。

安来市では平成２７年２月２８日までがん検診を実施して
います。平成２６年度の集団がん検診は既に終了しました
が、大腸がん検診・子宮がん検診・乳がん検診はまだ受ける
機会があります。受けてない人はぜひ受診しましょう。

がん検診はお済みですか？

■大腸がん検診（郵送法検診）

けい

■子宮がん個別検診（子宮頸がんと頸部・体部がん）

■乳がん個別検診（マンモグラフィー検査）

●問いきいき健康課℡２３‐３２２０

２１広報やすぎ ２０１５年１月



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１
月
５
日
㈪
・
１９
日
㈪
・

２６
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円（
１
回
）。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
８
初
心
者
午
前
コ
ー
ス
」

日
時

１
月
２２
日
㈭
・
２３
日
㈮
・

２７
日
㈫
・
２８
㈬
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
は
貸
出
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
要

申
込

▽
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
８
パ

ソ
コ
ン
の
持
込
が
必
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

（
無
料
）

●申
●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
０
７

日
時
・
場
所

１
月
２５
日
㈰
１０

時
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交

演
題

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
理
解
に
つ
い
て
〜
ア
ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
施
行

を
ふ
ま
え
て
」

講
師

室
津
和
男
氏
（
松
江
赤

十
字
病
院
精
神
神
経
科
部
長
）

申
込
締
切

１
月
１６
日
㈮

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

精
神
科
医
や
保
健
師
が
心
の

病
気
や
悩
み
、
も
の
忘
れ
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●●
安
来
会
場

日
時
・
場
所

１
月
２８
日
㈬
１３

時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
、
安
来
中

央
●交

※
１
月
２６
日
㈪
ま
で
に
要
予
約
。

●●
松
江
会
場

日
時
・
場
所

１
月
８
日
㈭
・

１４
日
㈬
・
２７
日
㈫
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
島
根
県
司
法
書
士
会

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

日
時

１
月
１７
日
㈯
１３
時
〜
１７
時

会
場

島
根
県
司
法
書
士
会
館

（
松
江
市
南
田
町
）

内
容

相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、
名
義
変
更
、
会
社
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、借
金
、ロ
ー

ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
裁
判
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

安
来
中
央
●交
…
９

時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議

会
℡
２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６

８特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談

▽
安
来
会
場
９
時

３０
分
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
９
時

〜
１２
時

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
（
要
予

約
）
▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０

８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

▽

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来
１１
時
〜
１６

時結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は

ぴ
こ
の
部
屋
」
▽
１０
時

〜
１２
時

▽
定
住
企
画

課
℡
２３‐

３
０
５
９

環
境
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
展
を
開
催
し
ま
す

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
２

市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
ら
の
作
品
全
１
０
６
６
点

を
展
示
し
ま
す
。

期
間

１２
月
３１
日
㈬
〜
平
成
２７

年
1
月
５
日
㈪

場
所

プ
ラ
ー
ナ
２
階

イイ
ベベ
ンン
トト

相相

談談

期 間 １月１１日㈰～３月３０日㈪
時 間 ９時～１６時３０分（入館は１６時まで）
場 所 安来市加納美術館
休館日 毎週火曜日、年末年始（１２月２４

日㈬～１月１０日㈯）、展示替えに
よる休館日あり

入館料 一般１０００円、学生５００円（高校
生以上）

※同時展示 加納莞蕾作品・備前焼と名碗

●問安来市加納美術館 ℡３６‐０８８０

広報やすぎ ２０１５年１月２２



第
１２
回
宇
賀
荘
寒
椿
展

●問
宇
賀
荘
●交
℡
２３‐

０
７
２
１

地
元
の
ツ
バ
キ
や
珍
し
い
品

種
な
ど
多
彩
に
展
示
し
ま
す
。

（
椿
苗
や
椿
油
の
即
売
、
あ
ま

が
ゆ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

日
時

１
月
１６
日
㈮
〜
１８
日
㈰

９
時
〜
１７
時
（
※
１８
日
は
１５
時

ま
で
）

場
所

宇
賀
荘
●交

お
わ
び
と
訂
正

ど
げ
な
か
ね
１２
月
号
（
１１
月
２０

日
発
行
）
に
掲
載
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
箇
所
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

●●
訂
正
箇
所

①
２３
ペ
ー
ジ
年
末
年
始
の
市
役

所
・
市
関
連
施
設
の
休
業
日
に

つ
い
て
の
訂
正
。

（
誤
）
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
富

田
山
荘
…
年
末
年
始
は
無
休

（
正
）
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
浴

室
）
…
１２
月
２９
日
㈪
休
館
日

富
田
山
荘
…
１２
月
３０
日
㈫
休
館
日

※
夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
、

湯
田
山
荘
に
つ
い
て
は

記
載
の
と
お
り
休
ま
ず

営
業
し
ま
す
。

羽羽生生善善治治名名人人

日時 １月２２日㈭１１時～（受付９時３０分～）
参加資格 大盤解説会参加者

※１２月２５日プレーオフ
挑戦者決定！

●前夜祭
渡辺明王将、挑戦者のプロ棋士と交流でき
る催しです。プロ棋士のサイン色紙や扇子が
当たる抽選会などを行います。
日時 １月２１日㈬１８時～（受付１７時～）
場所 夢ランドしらさぎ
会費 大人７０００円、高校生以下３０００円

※料理、飲物、抽選会などを含む
▽事前申込が必要です。（～１月１６日まで）
※申込用紙は各庁舎、各交流センター
に置いてあります。

郷郷田田真真隆隆九九段段

●問商工観光課 ℡２３‐３３４０
総 務 課 ℡２３‐３０１５

日日時時 １１月月２２２２日日㈭㈭・・２２３３日日㈮㈮９９時時～～
場場所所 ささぎぎのの湯湯荘荘（（対対局局会会場場ににはは入入れれまませせんん））

■将棋大会・指導対局

七七番番勝勝負負

第第６６３３期期王王将将 渡渡 辺辺 明明 対対 挑挑戦戦者者

そそ
のの
他他

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

新安来市発足 10周年記念事業

王王将将戦戦
将将棋棋のの王王将将戦戦をを安安来来でで初初めめ
てて開開催催ししまますす。。渡渡辺辺明明王王将将とと
挑挑戦戦者者決決定定リリーーググをを勝勝ちち抜抜いい
たた挑挑戦戦者者にによよるる第第 22 局局のの対対局局
でですす。。大大盤盤解解説説会会・・将将棋棋大大
会会・・女女流流棋棋士士にによよるる指指導導対対局局
ななどどもも開開催催ししまますす。。

大大盤盤解解説説聞聞きき手手・・指指導導対対局局
香川愛生女流王将

対局の様子をモニターに映しながら、特大
将棋盤を使ってプロ棋士がわかりやすく解説
します。また、途中で出題する「次の一手」
に正解すると、抽選でサイン色紙や扇子など
をプレゼントします。
※事前申込不要。直接会場にお越しください。
日 時 １月２２日㈭・２３日㈮１０時～

受付９時３０分～（将棋大会同時受付）
入場料 ２日間…大人３０００円、高校生以下

２０００円、１日のみ…大人２０００円
高校生以下１０００円。※食事券付
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大大局局副副正正立立会会・・大大盤盤解解説説
畠山鎮七段

■大盤解説会

久保利明九段
大大局局正正立立会会
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